
H27.9.15 第 1 部会 

No 
アンケート・目標

（項目） 
施策
ｺｰﾄﾞ 

施策名 
質問 
箇所 

種別 指摘事項 対応 回答 担当課 

2 観覧系施設の延利

用者数 

 

111 文化・芸術 目標 

推移 

会議中の 

質問・指

摘事項 

以前から減少傾向にあるのではない

か。工事中で公開していなかった中込

学校を除いて分析をするべきでない

か。 

次回

部会

報告 

入館者数の内訳については、別紙を参

照願います。 

・平成 22 年の計画策定時の年に川村吾

蔵記念館が４月に開館しており、平成

21 年に比べ、その分が増となっており

ます。しかしながら、川村吾蔵記念館

を除いた値でも 2,000 人以上増加して

おり、以前から減少傾向であったわけ

ではありませんでした。 

・「結果の分析」欄を下記のように修正

します。 

 「平成 26 年は修理のため、旧中込学

校が休館となっており、目安値に大き

く及ばなかった。また、旧中込学校を

除いた前年度との比較を見ると、平成

25 年が 27,843 人に対し平成 26 年は

27,040 人と減少しており、休館の影響

を除いても目安値の達成は厳しかった

と思われる。要因としては天体観測施

設の観望会などのイベントが天候に恵

まれなかったこと、近代美術館の企画

展の来場者数が伸び悩んだこと等が挙

げられる。」 

 

 

 

文化振興課 

資料４ 



No 
アンケート・目標

（項目） 
施策
ｺｰﾄﾞ 

施策名 
質問 
箇所 

種別 指摘事項 対応 回答 担当課 

3 少年考古学教室参

加者数 

111 文化・芸術 その他 会議中の 

質問 

考古学教室における体験作業は実際

の工事現場で行うのか。それは問題な

いのか。 

次回

部会

報告 

体験作業は、あくまでも市が工事等

を行うにあたり必要となる埋蔵文化財

調査の現場で行っています。埋蔵文化

財の調査が行われた後に工事となりま

すし、必ず学芸員の指導のもと、安全

に作業は実施されます。簡単な体験作

業となり、平成 27 年度では岩村田小学

校の建替えにあわせ、各学年 1時間の

発掘体験を実施したとのことです。 

文化振興課 

４ 国際交流フェステ

ィバル延べ参加者

数 

112 地域間交流・

国際交流 

目標 

推移 

会議中の

指摘事項 

駐車場の確保が少なく参加者が下回っ

たとの事だが、前年の野沢会館の時よ

り増えている。分析をやり直した方が

良いのでは。 

次回

部会

報告 

・「結果の分析」欄を下記のように修正

します。 

「消防音楽隊など 10周年イベントで新

たな催し物を行った成果として参加者

数は伸びを示した。しかし、目安値と比

較すると、ポスター、チラシによる広報

に努めたが、会場の駐車場の確保が少な

かったこともあり参加者は目標の値を

下回った。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光交流推進

課 



No 
アンケート・目標

（項目） 
施策
ｺｰﾄﾞ 

施策名 
質問 
箇所 

種別 指摘事項 対応 回答 担当課 

 アンケート 112 地域間交流・

国際交流 

アンケ

ート 

会議中の

指摘事項 

アンケート結果では、移住交流推進事

業にのみ答えており、施策全体の分析

となっていない。 

次回

部会

報告 

「アンケートの分析」欄を下記のよう

に修正いたします。 

「重要度指数は平均値以下ではある

が、上昇傾向にあり、満足度はほぼ平均

値であった。重要度の上昇は、全国的に

人口が減少する中でも、空き家バンクの

充実等により、佐久市では人口の社会増

が図られ、地域の活性化に寄与する施策

の重要性が浸透して来ていると考える。

また、国際交流事業についても、イベン

ト等、ボランティア団体の活動も定着し

てきており、今後は重要度の上昇ととも

に、空き家バンクの充実や、国際性豊か

な人材育成を図ることにより満足度の

上昇を目指す。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光交流推進

課 



No 
アンケート・目標

（項目） 
施策
ｺｰﾄﾞ 

施策名 
質問 
箇所 

種別 指摘事項 対応 回答 担当課 

 アンケート 113 人権尊重社

会 

アンケ

ート 

会議中の

指摘事項 

アンケート結果を見ると、重要度が低

く、人権意識の低下しているのではと

の分析となっているが、ここまで本当

にそう言えるのか。 

次回

部会

報告 

「アンケートの分析」欄を下記のよう

に修正いたします。 

「あらゆる差別が解消され、市民がお

互いの人権を尊重し合う心豊かな生活

を送っていることを願っているが、重要

度が平均値より低くなっており、人権意

識の啓発が不十分であると考える。しか

しながら、満足度・重要度指数が前回と

比べて微増しているのは、教育や啓発の

成果と捉え、今後も満足度・重要度を上

げていくために、粘り強く人権同和教育

を推進し、人権感覚や人権意識の高揚を

図っていく。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権同和課 



No 
アンケート・目標

（項目） 
施策
ｺｰﾄﾞ 

施策名 
質問 
箇所 

種別 指摘事項 対応 回答 担当課 

 アンケート 124 青少年の健

全育成 

アンケ

ート 

会議中の

指摘事項 

重要度が「高い」から「低い」になって

しまったという書き方はどうか。満足

度と、重要度あわせて分析するべきで

は。 

次回

部会

報告 

「アンケートの分析」欄を下記のよう

に修正いたします。 

「満足度指数は、上昇傾向にあり、平均

値付近である。しかしながら、重要度指

数は最新調査では平均値を下回った。こ

れは、育成会活動が地域で徐々に浸透

し、ある程度の満足度を感じているが、

青少年健全育成の重要性については、広

く市民に周知浸透していないと考える。

今後は、満足度を更に上げるべく地区の

育成活動を支援する中で、併せて青少年

の健全育成の重要性について周知を行

っていく。」 

生涯学習課 

14 生涯学習市民のつ

どいなどのイベン

ト延べ参加者数 

131 生涯学習 目標 

推移 

会議中の

指摘事項 

生涯学習のイベントにおいて反動減と

いうのはあるのか。 

次回

部会

報告 

「結果の分析」欄を下記のように修正

します。 

「市民のニーズにあった企画展の開催

という面で昨年度より大幅な減となっ

た。またイベントの内容のＰＲ等の不足

もあり目安値に及ばなかった。」 

 

生涯学習課 

 

 

 


